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2010年代に画像認識のAIにブレイクスルーが生じ、AIに対する社会の期待と注目が集
まる中、2022年頃にはChatGPTをはじめとする生成AIが登場しました。その後、AIの
猛烈な進化が続く中で、「AIに職業が奪われるのではないか」「作成した作品が許可な
くAIの教師データに利用されているのではないか」「AIによるフェイクニュースにより
社会が混乱するのではないか」といった様々な不安が議論されています。あらゆる局面
でAI利用が日常化することが想像される将来、どのような社会が待ち受けているのか。
そして、私たちは今何に備えればいいのか。医療の領域でAIに関わる研究者として、AI
がヒトと社会に与える影響について考えてみたいと思います。

岡山大学機械システム工学の学士課程、修士課程を修了後、民間企業で
システムエンジニアとして勤務。その後、山口大学医学部に3年次編入
学し、2008年に卒業。2010年から大阪公立大学の血液内科医として
臨床業務に従事すると共に、臨床研究を行ってきた。2017年に医学博
士課程を修了後は、モノづくりと医療の両現場に携わった経験を生かし、
医療情報医学の役職を兼任。現在は、大阪公立大学医学部附属病院で血
液内科の診療に加え、医療における人工知能モデルの開発、臨床支援ア
プリケーションの開発、診療情報標準化の研究に従事している。また、
国策として進められる「全ゲノム解析等に係る事業実施準備室」におい
て、臨床情報収集システムの開発を担うコアメンバーであると共に、厚
生労働省の「医療等情報の二次利用に関する技術作業班」の構成員とし
て、行政主導の様々な医療DXプロジェクトに参画している。


